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研究成果の概要（和文）：「郷約（きょうやく。村のおきて）」とは、中国に起源をもち、朝鮮半

島、ベトナムに伝播した、村落共同体における冠婚葬祭、近隣紛争、軽微な犯罪の処罰などに

関する成文化された規範を指します。本研究は、1980 年代末以降のベトナムにおける郷約（き

ょうやく。村のおきて）の復活という現象に注目し、それを、東アジア、特に中国と韓国との

比較によって、法治と村のおきて（郷約）という二元化状況を視野の中心に据え、アジアにお

ける伝統法の再生のプロセスを明らかにすることを目標としました。 
 
 
研究成果の概要（英文）：“Village covenant” refers to written community rules regulating 
fellow villagers’ conducts of funeral, marriage, settlement of disputes among neighbors, and 
sanctions against misdemeanors, etc. It originated in China and later spread to the Korean 
peninsula and Vietnam. This research examined the revival of village covenants in 
Vietnam since the late 1980s and compared them to the village covenants existing in other 
parts of East Asia, particularly China and Korea. By focusing on the duality of law-based 
rule and rule by “village covenants”, the aim of the research was to shed some light on the 
latest process of restoring traditional law in Asia. 
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１． 研究開始当初の背景 
郷約研究は、各国の個別地域について、たと
えばベトナムについてはすでに文化人類学
（ベトナムの郷約に関する研究史を整理し
たものとして、宮沢千尋「ベトナム郷約―研
究状況・現状・シンポの成果と課題―」、
『CALE News』第 9 号、2003 年を参照）お
よび歴史学（たとえば、嶋尾稔「黎朝期北部

ベトナムの郷約再編に関する―史料」、『慶応
義塾大学言語文化研究所紀要』32 号、2000
年を参照）などの研究者により行われてきて
いますが、中国、ベトナム、韓国の郷約の比
較法的研究、現代的意義の探求、アジアの他
地域の伝統法との本格的な比較研究は初め
ての試みでした。名古屋大学は、法政国際教
育協力研究センターを中心に、中国、ベトナ
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ムおよび韓国の郷約に関する研究を関係国
の学術機関と協力してすでに行ってきまし
た。本研究は、これまでの研究成果をもとに、
中国、ベトナム、韓国での最新の研究成果を
参照しつつ、現在の各国の法改革における郷
約再評価の問題について比較法的研究を行
うことに独自性を有していました。そしてこ
れらの視点からの郷約研究は、現代の国家法
との関係のなかに郷約を位置づけることに
より、国家制定法の意義の確定にも寄与し、
また、近代化し変容するアジアの社会の安定
において、郷約などの伝統法と、国家制定法
である近代法とが補完的機能を果たすこと
を明らかにするという独自の学問的位置づ
けを持っていました。 
 
 
２． 研究の目的 
「郷約（きょうやく。村のおきて）」とは、
中国に起源をもち、朝鮮半島、ベトナムに伝
播した、村落共同体における冠婚葬祭、近隣
紛争、軽微な犯罪の処罰などに関する成文化
された規範を指します。これまでに行われた
郷約研究では、仁井田陞による中国法研究が
特筆すべきものであり、また仁井田の研究の
中では朝鮮半島およびベトナムの郷約につ
いても言及がなされています。しかし、とく
にベトナムにおける郷約についての法学研
究者による研究は依然として乏しいのが現
状です。1980 年代末頃から、ベトナムにお
ける郷約復活という新しい現象が注目すべ
きものとなってきています。この現象は、ド
イモイ（刷新）政策下における「法治国家」
の確立という政策と並行して現れているも
のであり、それは国家法による「法治」と、
村落共同体における「おきて」とが同時に進
行するという法の二元化状況を示していま
す。したがって現在、旧来の郷約研究とは異
なる、郷約の現代的位置づけを明らかにする
研究、また郷約を有する東アジア三ヵ国にお
いてそれぞれに異なる郷約の村落共同体へ
の意義を明らかにする研究が重要となって
きていました。本研究は、これら三ヵ国の「法
治」といわれるものを社会の現実から考察す
るという点において学問的に重要であり、ま
た、現在、日本政府が進めている日本のアジ
ア諸国―特に、ベトナム・中国など―への法
整備支援といった国際協力の実際的な場面
（すなわち、法整備支援による制定法が社会
に定着するメカニズムの究明）においてもき
わめて有益でした。そこで本研究においては、
法治と村のおきて（郷約）という二元化状況
を視野の中心に据え、アジアにおける伝統法
の再生のプロセスを明らかにすることを目
標としました。そのための研究作業として、
第一に、中国、韓国、ベトナムに存在する成
文化された郷約自体の収集を行いました。第

二に、中国、韓国、ベトナムの法改革におけ
る郷約の再評価という現象から、郷約の現代
的位置づけを明らかにしました。そして、第
三に、郷約を有する東アジア三ヵ国において
それぞれに異なる郷約の村落共同体への意
義を明らかにすることにより、現代社会にお
いて伝統法が担う役割の相違を解明しまし
た。 
 
 
３． 研究の方法 
すでに述べたように、郷約研究は、「法治国
家」との関わりにおいて新たな現代的側面を
持つに至っています。本研究は、中国法及び
ベトナム法、ならびに韓国政治・法思想論の
専門研究者を中心とし、現地の法学研究者と
協力することにより、各国での最新の研究成
果を参照しつつ、現在の各国の法改革におけ
る郷約再評価の問題について比較法的研究
を行うことに独自性を有していました。そし
て、本研究の意義は、国際協力に関わる実際
的意義と学術的重要性の結合にあります。こ
の研究を行うことにより、急速に変化するア
ジア法の基層部分を学術的に明らかにする
と同時に、国家制定法と郷約など非公式法、
あるいは公的司法過程と非公的紛争解決過
程の補完的運用こそが、アジア地域の社会の
安定にとって有用であることを明らかにし
ました。 
 
 
４． 研究成果 
平成 20 年度には、郷約の比較法的研究に関
する基礎的資料収集および方法論の確立の
ためのワークショップを開催し、郷約の比較
法的研究に関する技術的および理論的方法
論の確立に関する研究を行いました。技術的
側面に関しては、すでに名古屋大学の行って
いる法律情報データベースに関する研究と
連携し、郷約の分類方法、翻訳、データベー
ス化に関する研究を行いました。理論的な方
法論としては、国家法と郷約の相互関係を明
らかにする研究を行い、また、研究成果を高
めるため、日本において郷約研究に携わる文
化人類学、開発学、法情報学などの研究者の
参加を得、また、現地の研究者と協力して、
ワークショップを開催しました。 
 
平成 21 年度には、多元化、グローバル化す
る社会における郷約のあり方を研究主題と
しました。そして、郷約は、共同体の内部的
な一体性・等質性と、外部に対する共同体の
固有性をその存在基盤としていること、した
がって、現代社会の郷約は、内においては社
会構造および価値観の著しい多元化、そして
外においては、社会諸制度の均一化・平準化
を要求するグローバル化という現象に直面



 

 

していることを明らかにしました。このよう
な状況において現代の郷約がもつ意義と役
割についての研究を行い、とりわけ、第一に、
環境、労働、知的財産などの現代的な紛争解
決について、公的司法制度、ADR、法律扶助
の側面において郷約がどのような意義を有
しているか、そして第二に、地域経済開発に
おいて郷約はいかなる役割を果たすかにつ
いての研究を中心に行いました。 
 
平成 22 年度は、ベトナム、中国、韓国の郷
約に関する比較法的研究を、「郷約の担い手」
論を中心に考察しました。 
その結果、第 1に、郷約は、歴史の中での社
会的文脈によって大きくその性格を変えて
いくものであることが明らかとなりました。
本研究では、村の自立性が強調された時代と、
中央政府による統制が強化された時代を比
較し、郷約が各々の歴史の中でもつ意義を明
らかにしました。 
第 2に、郷約を制定した際の構成メンバーは
だれか、そしてリーダーはだれか、という構
成員の変化に着目していく視点を明らかに
しました。例えば、韓国の郷約についていえ
ば、両班(ヤンバン)だけか、あるいは、非両
班の一般の庶民も郷約のメンバーになって
いるか、などの検討により、郷約の性格が変
化していくことを明らかにしました。 
第 3には、郷約と儒教の関連についてですが、
一般に儒教は郷約に大きな影響を与えてき
ましたが、個々の指導者の思想により、郷約
の中に、儒教的な教えだけではなく、地域自
治の伝統的な考えがどのように取り入れら
れていったのかをめぐる実証的な研究の重
要性を解明しました。 
 
この 3年間の研究を通じて、当初の研究目的
である、国家法と伝統法をめぐる補完的な機
能を、実証的に明らかにすることができまし
た。 
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